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プロジェクトでは、2013 年春からエ

コツーリズムと環境教育を兼ねた親子

の自然体験プログラムを寧陝県寨溝村

などで継続しています。

中国の学校では遠足や林間学校等の

校外活動はほとんど実施されておらず、

都会では自然や農村のくらしに触れたこ

とがない子どもが増えています。こうし

た中で、もっと子どもに自然に触れさ

せ、体験させる必要があると考える父兄

も増加しており、受け皿となる民間団体

の活動も徐々に広がってきています。

こうした中でプロジェクトのミニブロ

グ微
ウェイボー

博をきっかけに、西安で親子のア

ウトドア活動を運営している民間団体

「 開拓者戸外探索学校 」（ 以下 NPO ）

との交流が始まり、協力して自然体験プ

ログラムを進めることになりました。

具体的な活動は 2013 年 4 月からは

じまり、これまでに寧陝県寨溝村、洋県

草バ村などで表のようなプログラムを

実施、計 11 回、延べ約 310 人が参加し

ました。

体験プログラムは NPO が主催し、経

費は基本的に参加料で充当しています

が、一部のプログラムについては、バス

借上げ費、スタッフ日当等をプロジェク

トが支援しています。参加費は一人当た

り 200～300 元程度、宿泊は基本的に

テントを張っての野営ですが、農家に分

宿することもあります。

参加者の募集は、実施 1～2 週間前に

NPO が会員に計画を通知し、参加を募

ります。参加数はプログラムや季節、天

候によりますが、稲刈りや田植え等は人

気が高く、すぐに定員に達する状況で

す。子どもは全員小学生以下で、中学

生以上はいません。父兄は大卒以上の

高学歴者が多く、半数以上がリピーター

です。

プログラムの内容は、里山歩き、トキ

観察、お絵書き、ゴミ拾い、稲刈り、田

植えなど様々で、季節や日程に合せて

テーマを設定しています。指導は主に

NPO が行いますが、プロジェクトのス

タッフも絵本読み聞かせ等でサポート

し、林業局の職員がトキの解説する場

面もありました。

当初は里山歩き、トキ観察、ゴミ拾い

といった単発の比較的取り組みやすい

活動から始まりましたが、回を重ねるに

トキの里で自然体験

寧陝県寨溝村での田植え体験（2014 年 6月）
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実施時期 場所 活動内容 日程 参加数

2013 年 4月5日（清明節） 寧陝県寨溝村 里山歩き、トキ学習・観察 日帰り 親子17 組 36人

2013 年 8月17-18日 洋県草バ村など 梨もぎ、歴史的街並み参観 1泊（民宿） 親子3組 6人

2013 年 9月20日 寧陝県寨溝村 稲刈り体験 1泊（野営） 親子など約 40人

2013 年 11月16日 寧陝県寨溝村 ゴミ拾い、トキのお絵かき 日帰り 9人

2013 年 12 月 6日 寧陝県寨溝村 田んぼ回復（除草・鋤起こし） 日帰り 小学生・教師など 35人

2014 年 4月 6・7日 洋県草バ村など トキ飼養場、梨園参観など 1泊（民宿・野営） 親子10 組など計29人

2014 年 5月26 -30日 寧陝県朱家嘴村 畔づくり、代掻き、田植え 2泊（農家分泊）×2回 小学生・教師など約10人×2回

2014 年 6月1・2日（端午節）
寧陝県寨溝村・
朱家嘴村

田植え、粽
ちまき

づくり
伝統行事（陸ペーロン競争）

1泊（野営） 親子など約 60人

2014 年 7月26・27日 寧陝県寨溝村 田んぼの草取り 1泊（民宿） 親子など8人

2014 年 8月16・17日 洋県草バ村など トキ飼養場、梨狩り 1泊（民宿・野営） 親子7組など計17名

2014 年 10月2・3日 寧陝県寨溝村 稲刈り体験、トキ観察など 1泊（民宿・野営） 親子20 組など計 50 名

つれて地元との関係も深まり、現在、寧

陝県寨溝村では一年間を通した継続プ

ログラムとして、無農薬の米作りに取り

組んでいます。

対象地はトキ野生復帰基地の下にあ

る旧水田で、耕作放棄から 5 年ほど経

過し、ヨシや灌
かんぼく

木の侵入が進んでいま

した。トキのために湿地の回復が望ま

しく、また NPO も無農薬の米作りに取

り組むフィールドを捜していたことか

ら、管理者である県林業局と協議し、

当分の間、田んぼを利用できることに

なりました。

復活作業は昨年暮れから開始、牛を

使った鋤
すき

起こしや代
しろか

掻きなどの作業を

体験プログラムとして実施、手におえな

いところは業者や地元農家に依頼しま

した。

5 月下旬、平行して修復を進めていた

野生復帰基地の給水路が完成、ケージ

の余水を田んぼに引き入れ、6 月初め

の端午節の連休に田植え体験プログラ

ムを実施しました。西安から来た約 60

名の親子が約 2 時間、泥んこになりな

がら取り組み、計 2 ムー（ 田んぼ 3 枚、

約 0 .13 ha ）に苗を植付けました。7 月

末には草刈り体験プログラム、秋には稲

刈りを実施しました。

寨溝村での体験プログラムでは、食

事の提供、田植えや稲刈り等の作業指

導、日常の水田管理等を村民の協力で

実施しており、これらの報酬や参加者へ

の特産品販売などで、新たな収入の機

会が生まれています。今後、さらに交流

が深まれば、合作社が進めている無農

薬米などの産品の販売拡大につながる

ことも期待されます。

また、都会の親子が何回も訪れ、農

村の自然やくらしを体験し楽しんで帰っ

ていく様子は、村の人たちが地域を見直

すきっかけにもなると思われます。

現状の体験プログラムはまだまだ発

展途上です。今は体験中心の素朴な活

動の段階ですが、今後、自然観察等の

充実、指導手法の多様化、安全管理等

を強化していく必要があります。今後、

活動経験を踏まえたメニューブックの作

成等に取り組んでいきたいと考えてい

ます。

実施された自然体験プログラム

右：寧陝寨溝村での稲刈り体験（2013 年 9月）
下：稲刈り体験中に飛来したトキ
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2013 年 12 月 6 日 

田んぼ復活活動

2013 年 11 月 16 日、「 開拓者戸外探索学校 」との共催で、西安の

親子団体を連れて、寨溝トキ基地でエコツーリズムを実施しました。

今回の活動の内容はゴミ拾い・トキ観察です。子どもに身近なこと

や小さいことから環境を守るべきだということを認識してもらうの

が目的です。

朝 8 時頃西安を出発し、約 3 時間で寧陝県へ到着。寨溝村の黄

村長宅で昼食を食べた後、みんなでゴミ袋を持ってトキ基地へ続く

道を歩きました。ゴミを拾いながら、植物の生態を勉強したりして

いました。ゴミを拾った後、ケージの外でトキを観察しているとき、

野生トキ 3 羽が次 と々ケージの近くに戻ってきました。野生トキの美

しい姿に皆がとても喜んでいました。その後、暖かい光に浴びなが

ら、子どもたちがトキの絵や切り紙に挑戦。天気にも恵まれ、寨溝

村でのんびりとした一日を過ごすことができました。

文：庄苗苗

2013 年 12 月 6 日、西安華徳福小学

校の生徒と先生の計 30 人余りが寧陝

県寨溝村にて田んぼ復活活動を行いま

した。活動の主催は「 開拓者戸外探索

学校 」で、プロジェクトは西安から寧陝

県への交通費を支援し、寧陝県林業局

の田毅均副主任も活動に参加しました。

朝 8 時に西安を出発し、11 時頃寧陝

県に到着。地元の農家で昼食を食べた

あと、寨溝トキ放鳥基地に近い田んぼ

に入り、草を刈り取ったり、力を合わせ

て鍬
くわ

で土を起こしたりと、みんなで協力

しながら取り組みました。農民の指導

のもと、農家から借りてきた牛で耕す

様子にも興味津津。鋤
すき

を引く牛の負担

を減らすため、多くの子どもが一生懸命

草を取ったりしていました。1 時間半を

かけ、荒れていた 1 ムー（ 約 6 .7 アー

ル ）ほどの田んぼがきれいに整いまし

た。数羽の野生トキが近くを飛び、まる

で子どもたちへ感謝しているかのように

その明るい鳴き声が空に響きます。

今回復活した田んぼを拠点として、劉

氏は来年の苗作りや田植え、収穫など

の農業体験活動を行っていきたいと話

しました。子ども達が自然を楽しむ機

会を与えるとともに環境の改善を目指し

ます。トキにとって大切な生息環境で

ある田んぼの復活は、トキ保護にとっ

ても重要なことに違いありません。

文：庄苗苗

2013 年 11 月16 日

寨溝村クリーンアップ活動
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上：草を取ったり土を起こしたりする子どもたち
中：牛の力も借りながら耕された田んぼ
下：活動に参加した華徳福小学校の生徒と職員

上：活動に参加した親子
下：黄村長宅の庭先で昼食

2013 年 9 月 25 日

寧陝小学校
トキ野生復帰基地見学

9 月 25 日の午後、寧陝小学校の生徒

26 名と先生 5 名が乗った一台の中型バ

スが寨溝村に到着しました。赤い服に

黄色い帽子の生徒たちは画板などを

持って次々とバスを降り、先生とともに

基地へ向かって歩き始めました。

村の入り口からトキ野生復帰基地ま

での約 2 .7㎞の道は、両側に棚田が続

き、遠くには青々とした山並みが連なっ

ています。初めて訪れた生徒の目には

何でも新鮮に映ったようで、「 これは何

の花？」「 これはどんな草？」「 この虫は

何？」「 トキはどこにいるの？」などの質

問が絶えず、引率の先生が生徒たちの

質問に一つずつ丁寧に答えました。景

色を眺めながら歩く生徒たちの前には、

空を飛んでいるトキ、田んぼで餌を採っ

ているトキ、木の上で休んでいるトキも

次 と々現れました。

基地に到着してからは「 中国朱鷺 」

と書かれた記念碑の前で記念写真を取

り、先生や基地の職員からトキの生態

や特徴、観察の注意事項を聞いた後、

ケージで飼育されているトキを静かに

観察しました。生徒たちはトキについて

いろいろと疑問を持っているようでした

が、幸いなことに、トキについての論文

を執筆するため基地に滞在していた、

陝西師範大学の大学院生霍志萍さんに

も解説をお願いし、質疑応答の時間を

持つことができました。次々と手を挙

げてトキの質問を繰り出す生徒たちに、

霍さんも丁寧に答えていました。

文：田寧朝
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ジェクト提供のトキの紙袋に入れて、各

家族がそれぞれ持ち帰りました。

また、今回のツアーとは別に、西安の

有機食品販売会社のバイヤーが会員と

ともにモデル園を訪れ、合わせて約 2.5

トンの梨を購入しました。価格は同じく

7 元 /kgです。

今回のツアーやバイヤーが購入の 7

元 /kgは、村合作社買取り価格よりかな

り高く、手間をかけて良い品質の梨を

生産すれば高値で売れることを実際に

示すことができました。農民の考え方

も、数量第一から品質が大事という方

向に変わりつつあります。

NPO やバイヤーは来年も草バの梨を

購入する意向で、販売量の拡大も期待

されます。そのためにはしっかりした品

質確保が何より重要です。残されたプ

ロジェクト期間においては、モデル農家

の主体的、自立的な取組みの促進に重

点を置いて取り組んでいきたいと考え

ています。

づくりとして、西安からの梨狩りツアー

に取り組むことにしました。

ツアーは昨年に引き続き 2 回目です。

今年は 3 月末に梨花ツアーを開催、そ

の後も梨の実の成長をプロジェクトの

微
ウェイボー

博で随時紹介し、宣伝を進めてきま

した。

ツアーは 8 月 16～17 日の週末に実

施、西安から親子のグループ 17 名が参

加しました。募集・運営は自然体験活

動で連携している西安の NPO です。初

日は洋県の古い町並みやトキ飼養場を

参観、野生トキも観察。翌日午前、草

バ村のモデル梨園に到着し、農家や研

究所の専門家から摘み方の指導を受け

ながら、親子で梨狩りを楽しみました。

今年の梨は春の長雨と夏の日照りの影

響を受けて大きさは 200 ｇ前後と小さ

目でしたが、柔らかくてジューシー、糖

度も高いと好評でした。

約 2 時間ほどで参加者が摘み取った

梨は合わせて約 170㎏、7 元 /kgで買い

取られました。摘み取った梨は、プロ

ツアーに参加した親子と漢中植物研究所の専
門家

試食しながらの梨狩り

2014 年 8 月17-18 日

洋県有機梨狩りツアー

真夏の陽射しが照りつける 8 月中旬、

洋県草バ村は梨の収獲期を迎えます。

草バ村はトキが住みついてすでに 20

年以上、民家のすぐ近くにトキの巣やね

ぐらがあり、村民にとってトキは家族の

ような存在です。

村の特産は梨、村民の重要な現金収

入源です。しかし農薬や化学肥料を使

用しないので病虫害の被害を受けやす

く、また、品質向上が課題でした。村の

梨の安全性はトキが保証してくれます。

それに高品質が備われば、草バの梨は

ブランド品になり得るポテンシャルを

持っています。

このため、プロジェクトでは 2011 年

以来、技術研修や資材の提供等で有機

梨づくりを支援してきました。モデル農

家を選定し、漢中市の植物研究所の専

門家が定期的に農家の梨園を訪れ、栽

培管理の指導を行ってきたところです。

収獲された梨はほとんど地元で販売

されていますが、大都市ではより有利

な価格が期待できます。そのきっかけ
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の路晋からもトキの知識を教わりまし

た。さらに、トキ飼養場では解説を聞

きながら飼育されているトキを観察しま

した。太陽にあたって飛んでいるトキ

の美しい姿に皆がとても感動しました。

最後に行われたのはトキクイズです。

生徒達は積極的に参加し、トキを守り

環境を保全するという決心を示していま

した。

この洋県黄安鎮中心小学校は生徒数

が多く、こうした活動の洋県におけるモ

デルとなる学校です。この学校で環境

教育活動を実施することができたの

は、とても有意義であったといえます。

保護区とプロジェクト、そして小学校と

も協力しながら、引き続き様々な活動

を通してトキ保護、環境保全の理念を

宣伝して、よりよい効果を目指していき

たいと考えています。

文：庄苗苗

洋県黄安鎮中心小学校では、漢中ト

キ自然保護区とプロジェクトの共催によ

り、2013 年 11 月に「 トキ保護・環境保

全 」をテーマにした絵画コンクールを実

施しました。今回のコンクールでは一等

賞 2 名、二等賞 3 名、三等賞 5 名のほ

か、JICA 特別賞 1 名、優秀指導教師 5

名を設定し、11 月 27 日に活動表彰式

を行いました。保護区の路晋さん、李

佳さん、プロジェクトの平野専門家と小

池さん、庄が学校に出向き、作品の中か

ら JICA 特別賞を審査しました。その後

の表彰式では、受賞者に賞状と賞品を

手渡し、学校にはトキの絵本と版画を

寄付しました。

翌日には、入賞した生徒を対象に洋

県トキ飼養場とトキ宣伝館の見学がセッ

トされました。宣伝館を見学した後は、

プロジェクトの小池さんからトキの絵本

の読み聞かせを実施しました。保護区
小池さんによるトキの絵本の読み聞かせ

小学校で行われたコンクールの表彰式

2013 年 11 月 27-28 日洋県黄安鎮中心小学校

「トキ保護・環境保全」絵画コンクール
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6 月初め、緑の山並みに囲まれた寧陝県朱家嘴村、小堰地区

では渓流から水を引く水路が復活し、数年ぶりの田植えが始ま

りました。

同村は寧陝県の県城から西に約 3km、堰坪河の南岸に位置

し、山がちな寧陝県では数少ない水田地帯です。この地域は米

が主食で農家が一番望んでいるのは米作りですが、11 年前の

水害で用水路が破損し、トウモロコシなど畑作への切り替えを

余儀なくされてきました。農家は水路の修復を念願してきたの

ですが、資金不足等から実現されないまま、もともとあった 160

ムー（ 約 10 .7 ha ）の水田は、2013 年には 20 ムーあまりまで

減少していました。

朱家嘴村はトキの重要な生息地です。寧陝県では 2007 年か

ら計 5 回の放鳥が実施され野生のトキが定着していますが、朱

家嘴村は巣が 3 カ所、ねぐらが 2 カ所、常時 16 羽のトキが観

察され（2014 年繁殖期前 ）、県内では最大の生息地になってい

ます。朱家嘴村の水田を回復することは、寧陝県の野生トキの

保護にとっても大きな意味があります。

県林業局を通してプロジェクトに水路修復の要望が寄せられ

たのは 2013 年の春、その後 1 年かけて県林業局、村当局と必

要性や効果、村の実施体制を検討し、3 月に役割分担などの確

認書を取りかわし、4 月上旬工事に着手しました。

工事は 2 か所の取水堰を再建し 500～600 ｍの用水路 2 本

を復旧するもので、プロジェクトが石材やセメント等の資材を

現物で提供、その他の経費は村が負担し、村民も奉仕労働で

参加しました。村民の意欲は非常に高く、工事は順調に進み、

約 1 カ月で切石作りのしっかりした水路が完成、5 月下旬に通

水がはじまりました。

工事が進むにつれて、小堰地区のあちこちで田んぼの鋤起こ

しが始まり、通水を待ちかねたように田植えが開始されまし

た。7 月末現在、小堰地区では計 12 ムー（ 約 0 .8 ha ）の水田

が回復し、緑の棚田が復活しつつあります。今年は準備が間に

合わなかった農家もあり、来年はより多くの水田の復活が期待

されます。

県林業局の最新の発表によると 2014 年春の寧陝県の野生

トキの繁殖は 10 ペア、巣立ち成功が 24 羽、過去 6 年間で最

も繁殖が良好な年ということで、朱家嘴村での水田回復は、寧

陝県のトキにとってもタイムリーな取り組みになりました。

プロジェクトではこれまで、このような水利施設の復旧・整

備事業を洋県、寧陝県の合わせて 6 地区で実施してきました。

いずれもトキが生息する山や丘陵に囲まれた村で、水路やため

池の荒廃により水田の畑地化や耕作放棄が進行していました。

荒廃の直接の原因は大雨等の災害ですが、出稼ぎで青壮年が

いなくなり、村民の共同作業による補修が難しくなっている現

状も背景にあります。

プロジェクトの事業により、これまで合せて約 200 ムー（ 約

13.3ha ）の水田が回復し、農家からは感謝の声が寄せられてい

ます。農民のトキ保護事業への支持も深まりました。

しかし、トキ生息地全体のなかで、回復できた水田はごく一

部です。多くの水田を復活させるには、やはり村に若い人が戻

り活力を取り戻すことが第一です。水路整備を実施した寧陝県

寨溝村では、地元の合作社が農民と契約して無農薬米を栽培

し、都市の消費者向けに販売する取り組みを進めています。ま

た、洋県では有機認証を取得した地元企業がビジネスとして、

トキ米の生産・販売に取り組んでおり、各地で農家との契約栽

培を進めています。このような取り組みを通じて、農村が活性

化し水田復活が一層進むことを期待しています。

水田復活の取り組み

通水が始まった水路（2014 年 5月）トウモロコシ畑に変わった棚田	
（2013 年 8月）
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2014 年 8 月 18 日から 24 日まで 1 週間の日程で今年度の訪

日研修を実施しました。目的は、日本のトキ保護の現状の理解

とトキとの共存に向けた地域の取り組みを学ぶことです。

研修参加者は、プロジェクト実施地区の自然保護区管理局、

県政府の幹部、陝西省、河南省林業庁の幹部及び北京の国家

林業局幹部等、計 10 名で、このほかプロジェクトから専門家と

アシスタントの 2 名が随行しました。

実施にあたっては、環境省や佐渡市、石川県等の行政や研究

機関、NPO の皆さんの多大のご協力頂きました。この場をお

借りして御礼申し上げます。

トキ野生復帰

東京では、環境省自然環境局塚本局長を表敬訪問、竹内専

門官からは日本のトキ野生復帰の全体状況が紹介されました。

塚本局長は「 日中トキ交流は末長く続く。トキが中国と日本を

往来する日が来るのが夢。」と語っておられました。

佐渡では広野自然保護官から野生復帰の経緯や現状につい

て説明頂いたあと、生息地を参観しました。ねぐらの林では、

夕暮れの空に三々五々帰ってくるトキの群れに遭遇し、洋県の

研修員は「 トキが会いにきてくれた！」と感激していました。

石川県では浜田環境部長を表敬訪問、里山里海の取り組み

について紹介頂きました。また、いしかわ動物園では美馬館長

の案内で分散飼育中のトキを参観しました。

トキ共生

東京では、国学院大学の久保田教授に農家と消費者の提携、

いきもの認証などオルタナティブな有機認証を軸に、日本の有

機農業の取り組み状況をレクチャーしていただきました。

佐渡では市が進めているトキ認証米や冬季湛水、トキの公開

展示等の施策が生物多様性推進室の甲斐室長から紹介され、

会場ではトキのクレープの実演も提供されました。「 保護だけ

ではうまくいかない。」という甲斐室長のコメントは研修員にイ

ンパクトを与えたようです。

トキと共生する米作りに関しては、農家の立場から取り組み

を進めている NPO の佐々木氏の案内で水田脇のビオトープ

「 江 」を参観しました。研修員たちは、タニシやカエル、ドジョ

ウなど田んぼの生きものの豊かさを実感すると同時に、価格設

定の難しさなど佐々木氏の農家としての体験談に、有機産業に

取り組んでいる洋県政府の研修員も大きくうなずいていました。

エコツーリズム

研修の最終日程は能登半島春蘭の里での農家民宿。田舎の

普段の暮らしの中に家族の一員としてお客様を受け入れるとい

う独自のアプローチが好評を得て、農家の収入増を実現、里山

活用の成功例として注目されています。

春蘭の里事務局長の多田氏が立ち上げの苦労や現状を紹介、

食事を交え研修員との和やかな交流の場になりました。夜は

各農家に分宿、畳に布団の生活を体験しました。

中国でも農家民宿はブームですが料理提供が中心で、生活体

験のような取り組みはまだこれからです。今回の研修が各地で

農家民宿の新たなスタイルを考えるきっかけになればと期待し

ています。

成果・評価

研修員から、印象深かった点、参考になった点を聞きました。

共通していたのは、日本のトキ保護の取り組みの緻密さや計画

的、体系的な取り組みスタイル、国、県、市、民間の連携協力体

制が整っている、トキは住民にとって負担ではなく誇り、保護と

トキ活用がうまくバランスされている　といった点でした。

また、洋県の研修員からは、有機産業は生産者と消費者の利

益のバランスが重要とのコメントもありました。

1 週間の研修は、日ごろ交流の少ない各機関の研修員の相互

の交流、また、現場入りが困難な地域の関係者とプロジェクト

との意思疎通の場としても大変よい機会になりました。また、

今回の訪問中に石川県の関係者との間で、今後のトキ絵画交流

についても協議する機会がありました。

研修成果が、今後の中国での保護や地域づくりに活用される

ことを期待したいと思います。

なお、今回の研修中、佐渡と石川県訪問の様子はNHK（ 関東

甲信越 ）や新聞各紙地方版で紹介されました。

2014 年度訪日研修

①	塚本自然環境局長表敬
②	甲斐室長から佐渡市のトキ共生
政策について講義

③	水田魚道の視察
④	水田ビオトープの視察

②

①

④

③

⑤
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どの活動にも取り組み、これまで延べ 13 校の小学校で環境教

育活動を実施しました。

2014 年 6 月 11 日に行われた活動では、董寨保護区の潘局長

と朱副局長がプロジェクト平野専門家と共に董寨の白馬小学校

を訪問し、1～3 年生を対象にモデル授業を実施しました。潘

局長自らトキについて講義を行い、先生が絵本「 トキを見つけ

たよ」、「 トキのカー太 」を読み聞かせました。最初はトキの字

（ キの漢字 ）も読めなかった児童たちも、授業が終わるころに

はトキについて詳しくなってきた様子です。最後はみんなで「 ト

キを守り、ふるさとを守りたい」と誓言しました。

このような普及啓発活動を継続的に実施することにより、地

元地域の住民のトキや自然環境保全への意識を高めることが

期待されます。自然豊かな董寨における人とトキの共生を望ん

でいます。

2013 年 10 月、河南省の董寨国家級自然保護区で陝西省以

外では初めてとなるトキの放鳥が実施されました。野外に放た

れたトキにとって、野生下で生き残れるかどうかは安定した生

息環境の確保にかかっています。

この放鳥に合わせ、董寨保護区とプロジェクトが協力して新

聞やテレビ、ポスターの張り出しなど、様々な方法でトキを宣伝

してきました。それでもまだ、周辺地域ではトキという名前を

聞いたことがない住民も少なくないのが現実です。トキは人と

共生する鳥であり、トキ保護には地元住民の協力が欠かかせま

せん。

そのためトキの放鳥以降、保護区の職員とトキプロジェクト

は普及啓発活動を実施してきました。トキが生息している地域

の小学校や農家を訪問し、トキのポスターや冊子、文房具など

の広報ツールを活用しながら地域の住民にトキの説明をしてき

ました。小学校では、トキ絵本の読み聞かせやトキ絵画教室な

ト
キ
が
放
鳥
さ
れ
た
董
寨
で

環
境
教
育
展
開
中

左：保安小学校での環境教育活動	(2014 年 5月)
右：万河小学校での環境教育活動	(2014 年 10月)
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2014 年 11 月 11 日に浙江省徳清県にて「 日中韓トキ保護シ

ンポジウム」開催されました。

シンポジウムでは日中韓の代表者、研究者による最新の各国

のトキ現状及び課題の発表がありました。

シンポジウム開催後、中国南部地域における初のトキの放鳥

式典が開催されました。

シンポジウム、放鳥式典とどちらもとても、よいムードにて行

われ、希少動物保護に関わる関係者の熱意を感じる事ができ

ました。

今回のシンポジウムを契機とし、より一層の日中韓の連携し

たトキ保護事業の取り組みが期待されます。

中島専門家帰国
2012 年 8月より鳥類保護/普及分野の専門家としてプロジェクトに派遣

され、この度 9月に帰国しました。この2年余りで、河南省で初めてとな
る順化訓練や放鳥なども行われ、野外でトキの飛ぶ姿が見られるように
なったほか、わずかずつではあるものの、地域でトキへの認識を高めるた
めの取り組みが行われるようになるなど、保護区や関係者の尽力もあって
トキの野生復帰が進んできたと言えるのではないでしょうか。
必ずしも容易に進むことばかりではなかった中国での活動を行うこと

ができたのも、現地カウンターパートの方々をはじめ、JICA事務所やプロ
ジェクトのスタッフ、専門家の皆さまのご協力を頂くことができたからと考
えています。この場をお借りして御礼申し上げます。

繁殖したものとしては、陝西省外では初

めてのものです。

4 月に営巣、抱卵していることが確認

されたこのペアでは、保護区の職員が

毎日観察を続け、相次いで 2 羽のヒナ

が誕生したことが確認されました。途

中から観察されるヒナは 1 羽となりまし

たが、保護区やプロジェクトが協力して、

識別のための足環も装着されました。

順調に育ったこの 1 羽は、5 月下旬に巣

の横の枝を歩いて巣立ちを迎え、その

後は巣の周辺で親子の 3 羽が行動する

様子なども観察されました。

2014 年 8 月には 2 回目となる放鳥も

行われ、トキが董寨に定着していくこと

が期待されています。

トキ野生復帰の取り組みが進められ

ている河南省董寨で、昨年秋に放鳥さ

れたトキの繁殖が確認され、1 羽のトキ

が巣立ちました。今回の繁殖は、中国

国内において放鳥されたトキが野外で
写真：巣でメスの親鳥に餌をねだる幼鳥とオス
の親鳥(手前)	(2014 年 5月)

日中韓トキ保護シンポジウム

董寨の放鳥トキ
初の繁殖成功
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西安市蓮湖区労働南路296 号民航大厦14F

TEL/FAX：	+86 -（0）29 -88793312
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9 月 11 日に一橋大学経済学部グローバル・リーダズプ

ログラムの実施する中国短期海外調査にて、中川聞

夫先生及びゼミの学生１０名がトキ情報コーナーを訪問し

ました。トキと住民との関係や、トキブランドの農産物の

全国展開の様子等熱心に質疑応答する様子が印象的でし

た。

その後、JICA 専門家と共に陝西省野生動物救護保護セン

ターを訪問し、100 羽以上のトキを見学したほか、珍しい

ブラウンパンダを見学し、次の訪問地である上海に旅立ち

ました。

b
ビ ャ ン ビ ャ ン

ianbian麺

Xi’anCool

2014
12

月

こんなにも複雑な漢字を見

たことがありますか？ もし

かしたら、辞書にも載っていないかもしれ

ません。この漢字の読み方「 ビャン 」

とは擬音語で、麺をこねたり伸ばし

たりするときにぶつかって出る音

を指し、「 ビャンビャン麺 」は中

国の陝西省における伝統的な麺

の一つです。この麺は手で作ら

れ、ベルトのように長くて幅広い

のが特徴です。茹でた麺の上に

肉や野菜の具を乗せ、最後に熱し

た油をかけてでき上がり！つるつるな

麺を噛めばコシがあって美味しく、地元で

は多くの人に深く愛されています。

この複雑な漢字は、このビャンビャン麺の名前にだけ

用いられているものです。昔、ひとりの貧乏な書生がお腹が

すいてこの麺を食べ、食事代のかわりに自分の知っているすべての字を組み合

わせて名付けたと言われています。
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